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The present study examines how stereotype-evoking information about hometowns affects 

likeability ratings of both stereotype偽consistentand stereotype-inconsistent individuals. One group 

of participants was first familiarized with stereotype-evoking information about a hometown (Osaka 

stereotypes)， while another group was not. Subsequently， these two groups were asked to evaluate 

the likeability of either a stereotype-consistent or an inconsistent person described through related 

adjectives. The results indicated that stereotype-evoking information did not affect likeability ratings 

for the target person. Stereotype-evoking information neither enhanced understanding of a stereotype-

consistent person nor interfered with the understanding of a stereotype-inconsistent person. However， 

understanding of the person was found to be related to increases in likeability ratings towards the 

target person. 

Key words: hometown-stereotype， interpersonal attraction， impression formation， stereotype-

conslstent person， stereotype-mconslstent person 

37 

問題と目的

対人認知にステレオタイプが関わるとき，ステレ

オタイプと被知覚者の特鍛とが一致する場合もあれ

ば，一致しない場合もある O ステレオタイプが被知

覚者の魅力に及ぼす効果については，主に性ステレ

オタイプを用いて検討されており，性ステレオタイ

プ不一致人物は一致人物よりも魅力を低く評価さ

れることが示されている (Heilman& Chen， 2005; 

Powers & Zuroff， 1988; Rudman， 1998) 0 Rudman 

(1998)は，この現象を backlasheffect (はね返り効

果)と命名し，ステレオタイフ。不一致人物がステレ

オタイプ的な規範や役割を侵害するために，その魅

力を低く評価されると論じた。しかし，はね返り効

果に見られるステレオタイフ。不一致人物の魅力の低

さは，一致人物との比較から得られた相対的なもの

である O そのため，はね返り効果が生起する背景に

はステレオタイプに不一致であることが魅力を低め

る可能性，一致が魅力を高める可能性，あるいはそ

の双方である可能性が含まれる O

この3つの可能性を詳細に分析するため，松尾

(2007) ，松尾・吉田 (2008)は，ステレオタイプ一

致人物と不一致人物のそれぞれについて，知覚者に

ステレオタイプが喚起される場合と喚起されない場

合とで各ターゲットの魅力を比較した。これらの実

験では，大阪人ステレオタイプが月いヨられ，刺激人
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物の出身地i育報が呈示されるか査かによって，女!1党
者のステレオタイプの喚起操作が行われた。実験参

加者は， コンパ場面でにぎやかに振る舞う男性(ス

テレオタイプ一致人物) あるいは物静かに振る舞

う男性(不一致人物)のどちらか一方の映像を見て

魅力を評価した。その結果 大阪人ステレオタイプ

に一致する特徴を持つ人物に対して大阪出身である

という情報が与えられた知覚者は，与えられなかっ

た知覚者よりも人物の魅力を有意に高く評価した。

一方，大阪人ステレオタイプに不一致の特徴を持つ

人物に対しては，出身地情報が効果を及ぼさなかっ

た。このことから，松尾 (2007)，松尾・吉田 (2008)

は，ステレオタイプに一致することが人物の魅力を

高めると結論づけ，ステレオタイプに一致すること

が，はね返り効果の原因であると考察している O

しかし松尾 (2007)，松尾・吉田 (2008)で得

られた知見は，実験で用いられた映像刺激国有のも

のである可能性が考えられる O 従って異なる実験

刺激を用い，その一般性を高める必要がある。ま

た，松尾 (2007)は，ステレオタイプ不一致人物の

!!9!:f象料j数について，大阪人ステレオタイプに反する

人物で、はなく，ステレオタイプに合致しない人物に

留まるものであったと指摘している。すなわち，松

尾 (2007)で皇示されたステレオタイプ不一致人物

は特徴のはっきりしない人物であったため，ステレ

オタイプに不一致であることの効果が生じなかった

可能性がある。そこで本研究では，形容詞を用いて

大阪人ステレオタイプ一致人物と不一致人物を記述

し松尾 (2007)，松尾・吉田 (2008) と同様の結

果が得られるかを確認する O 形容詞は主体に関する

情報を多く含む (Semin& Fiedler， 1988)ことから，

形容詞を用いることによりステレオタイプ不一致人

物における不一致の度合いを映像刺激よりも強く記

述できると考えられる O

はね返り効果のメカニズム はね返り効果が生起

する背景には前述の3つの可能性が含まれるが，な

ぜステレオタイプに一致する(一致しない)ことが

魅力を高める(低める)かについては，実証されて

いない。この点について本研究では，ステレオタイ

プが人物の理解しやすさを媒介し魅力に影響すると

いうプロセスを想定して検討-する O ステレオタイ

プには世界を単純化し整理して捉える機能がある

(Lippmann， 1922) 0 このことから，ま1]覚者にステ

レオタイプが喚起されるとき ステレオタイプ一致

人物とは，ステレオタイプの枠組みで処理すること

が可能で、あか知覚者にとって理解しやすい人物で

あると捉えられる O 理解しやすい人物との相互作用

は容易であるため，その人物はっきあいやすい相手

として好意的に評価されると考えられる Oそのため，

ステレオタイプ一致人物は魅力が高く評価されると

予測される。一方，ステレオタイフ。不一致人物とは，

ステレオタイプの枠組みで処理することができない

ため，理解しにくい人物で、あると捉えられる。理解

しにくい相手との相互作用は難しいため，その人物

に対する積極的な好意は生じないと考えられる。そ

のため，ステレオタイフ。不一致人物は，魅力が低く

評価されると予測される。

本研究の仮説は以下のとおりである O

仮説 1 ステレオタイプ一致人物は，知覚者にス

テレオタイプが喚起されないときよりも喚起される

ときに，魅力を高く評価されるであろう O

仮説2 ステレオタイフ。不一致人物は，知覚者に

ステレオタイプが喚起きれないときよりも，喚起さ

れるときに，魅力を低く評価されるであろう。

仮説3 ステレオタイプ喚起情報は，ステレオタ

イプ一致人物に対しては理解を高め，不一致人物に

対しては理解を妨げるように作用するであろう。

仮説4 人物に対する理解の程度が高いほど，そ

の人物の魅力が高く評位されるであろう。

方法

実験計画 ステレオタイプ喚起情報(有・無)と

人物の特徴(ステレオタイプ一致・不一致)を要因

とする 2要国被験者間計画であった。ただし実験

参加者にはステレオタイプ一致人物と不一致人物の

2名について評定するように求めた。

実験参加者 対人認知に関する調査という名目で

実験参加者を募集し関東の毘立大学の女子大学生

41名が実験に参加した。実験の途中で研究の目的

に気づいた 3名を除く 38名 (20.24:t 1.34歳)を

分析対象とした。

実施時期 2005 年 11 月~ 12月に行った。

実験刺激 形容詞，またはそれに準ずる特性語06
項自)によって人物を記述した 3種類のプロフイー

ル(ステレオタイプ一致人物・不一致人物・フィラ一

人物)を作成した。プロフイールは， 1枚の紙面に

人物を描写する諾が4行x4列のリスト形式で並ん

でおり，各語の冒頭に括弧がつけられていた。この

括弧内には，後続の語が人物に当てはまる場合には

O印，当てはまらない場合には×印がつけられてお
り， どちらでもない場合には括弧は空欄であった。

この記号と空機によって，人物の特徴を操作した。

人物描写にmしEた諾は 松尾 (2007)の動画に基づ‘
いて決定した。実際に用いた諾を Table1 ~ 3に示

す。ステレオタイプ一致人物と不一致人物のプロ
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フイールでは，当てはまる項目と当てはまらない項

目に大阪人ステレオタイプ関連語を用い， どちらで

もない項目には大阪人ステレオタイプ無関連語を用

いた。また，ステレオタイプ一致人物と不一致人物

のプロフイールは，基本的に両者の当てはまる項!ヨ

と当てはまらない項目とを逆に配置したものであっ

た。

手続き 実験は 1~5 名ごとの集屈で実施した。

実験参加者の謀題は，プロフイールによって呈示さ

れた人物の印象を評定することであった。 1人の実

験参加者につき. 3名の人物(ステレオタイプ一致

人物・不一致人物・フイラ一人物)を評定するよう

求めた。その際，半数の実験参加者 (Aグループ)

には，ステレオタイプ一致人物に対してステレオタ

イプ喚起情報がある組み合わせと，不一致人物に対

してステレオタイプ喚起情報がない組み合わせを

残りの半数の実験参加者 (Bグループ)には，ステ

レオタイプ一致人物に対してステレオタイプi喚起情

報がない組み合わせと，不一致人物に対してステレ

オタイフ。喚起情報がある組み合わせを評定するよう

求めた。人物の呈示)llfi序は，フィラ一人物を 2番目

に回定し，一致人物と不一致人物については.A

Bそれぞれのグループ内で実験参加者ごとにカウン

ターバランスをとった。

刺激人物 l名につき 次の手)!lfiで評定を求めた。

まず，プロフイールは裏返しの状態で配布し実験

Table 1 ステレオタイプ一致人物のプロフイールに月い、た認

当てはまる 当てはまらない どちらでもない

話し上手である 人見知りする 好奇心旺盛である

身振り手振りが大きい 寡黙である 真面白である

ノリが良い 控えめである 慎重である

おもしろい 上品で、ある 心配性である

リーダーシップカfある 落ち着いている 勇気がある

テンションが高い

注 ゴシック体の項目は一致人物のプロフィールのみで使用した諾である。

Table 2 ステレオタイプ不一致人物のプロフィールに)'I'Jいた詰

当てはまる 当てはまらない どちらでもない

聞き上手である ノリが良い 好奇心旺盛である

動作が洗練されている おもしろい 真面白である

寡黙である リーダーシップがある 責任感がある

控えめである テンションが高い 自信がある

上品である 社交的な

落ち着いている 素直である

注 ゴシック体の項自は，不一致人物のプロフイールのみで使用した語である。

Table 3 フィラ一人物のプロフイールに用いた諾

当てはまる 当てはまらない どちらでもない

努力家である 社交的で、ある 活動的である

落ち着いている ノリが良い おもしろし、

頑固である 好奇心旺盛である 控えめである

慎重である 心配性である 責任感がある

リーダーシップがある 気が短い

親切である 個性的で、ある
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者が口頭で刺激人物の簡単な紹介を行った。ステレ

オタイプ一致人物と不一致人物については，名前は

男性名を使用し筑波大学第2学群に所属する 3年

生 (21歳)であると伝えた。フイラ一人物につい

ても同様に男性名を使用し第 l学群に所属する 4

年生 (22歳)であると伝えた。この紹介と併せて

ステレオタイプ。喚起情報の操作を行った。ステレオ

タイプ喚起情報有条件では，刺激人物の出身地が大

阪府であることについて言及し無条件およびフイ

ラ一人物に対しては出身地の言及をしなかった。

次にプロフイールについての説明を行った。プロ

フィールは刺激人物の友人複数名の評価に基づいて

作成したものであると伝えた。以上の説明を終えた

後，プロフィールをよく読み人物像が十分にイメー

ジできたら，質問紙に回答するよう求めた。 l人目

の評定が終わった後 残りの 2名についても同様の

手順で実施した。最後にデブリーフイングを行い，

実験を終了した。実験の所要時間は30分程度であっ

た。

従属変数 (匂ωa心)魅力を波郷1定するため "ft子感が持
てる.. ぺ，¥，“友達になれそうな.. ぺ，¥，“魅力的な.. ¥，¥，“近づき

がたい(逆転項i巨ヨ)"¥，

6f併件4牛二法法;(仕1. 全く当てはまらなしい\~6. 非常に当ては
まる)でIill答を求めた。 (b)理解しやすさを測定す

るため，“理解しやすい¥“わかりにくい(逆転項

目).. ，“イメージがつかみやすい"の3項目について，

(a) と同様の 6件法で回答を求めた。

結果

魅力 魅力の評定に用いた 5項目について主成分

分析を行ったところすべての項目の第 l主成分(寄

与率は 52.1%)に対する負荷量の絶対値が.40以上

であり， 1次元構造であることが確認された。そこ

で¥5項自を加算し 項呂数で除算した値を魅力得

点とした (α=.73) 0 魅力得点を指標とし，ステレ

オタイプ喚起情報(有・無)と人物の特徴(ステレ

オタイプ一致・不一致)を要関とする 2要因の分散

分析を行った (Fig.1) 0 その結果，人物の特徴の主

効果のみが有意で、あり (F0，72) = 16.78，戸く .01)， 
ステレオタイプ一致人物 (M= 4.29， SD = 0.54) 
は不一致人物 (M= 3.76， SD = 0.60) よりも魅力
を高く評定された。

理解のしやすさ 理解しやすさの評定に用いた 3

項目について主成分分析を行ったところ，すべての

項目の第 1主成分(寄与率は 77.5%)に対する負

荷量の絶対値が.40以上で、あり， 1次元構造である

ことが確認された。そこで3項目を加算し項目数

で除算した値を理解度得点とした (α=.85)。理解

度得点を指標としステレオタイフ。喚起情報(有

無)と人物の特徴(ステレオタイプ一致・不一致)

を要国とする 2要国の分散分析を行った (Fig.2) 0 

その結果，人物の特徴の主効果のみが有意であり

(F 0，72) = 69.02， Pく.01)，ステレオタイプ一致
人物 (M= 4.70， SD = 0.71)は不一致人物 (M= 
3.25， SD = 0.80) よりも理解度を高く評定された。

しかし仮説3で予測された交互作用効果は見られ

なかった。

ステレオタイプが人物の魅力に影響する過程 理

解度得点と魅力得点との相関係数を算出したとこ

ろ，有意な正の相関が見られた (r= .59， Pく.01)。
ステレオタイプ喚起情報が 人物に対する理解を

媒介して魅力に影響を及ぼすかどうかを検討するた

め，ステレオタイプ一致人物・不一致人物のそれぞ

ドテレオタイプ喚起情報
口無 回右

4.41 
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Fig.2 ステレオタイプ喚起情報が人物の理解度
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れについて，パス解析を行った。パス解析は，第 i

水準をステレオタイプ喚起情報の条件(有・無)， 

第2水準を理解度得点，第 3水準を魅力得点とし，

各水準より上位にある変数を説明変数とする童図帰

分析(強制j投入法)を繰り返し行う方法を用いた。

なお，第 l水準はダミー変数化し解析を行った(無

条件を 0，有条件を 1とした)。その結果，ステレ

オタイプ一致人物，不一致人物のどちらについても，

人物への理解度が高いほど魅力が高まることが示さ

れた(ステレオタイプ一致人物:s = .318，戸く .10，
不一致人物 :s = .528，戸く .01)。しかし，ステレ
オタイフ。喚起情報が理解度を媒介して，人物の魅力

に影響を及ぼす過程は見られなかった。

考察

結果は以下のとおり整理される O 第 lに，ステレ

オタイプ一致人物はステレオタイプ。不一致人物より

も，魅力と理解しやすさを有意に高く評定された。

第2に，ステレオタイプ一致人物，不一致人物のど

ちらに対しても，ステレオタイフ。i喚起情報は魅力に

影響を及ぼさなかった。すなわち，ステレオタイプ

に一致することによって人物の魅力が高く評価され

ると予測した仮説 lと，不一致であることによって

魅力が低く評価されると予測した仮説2は支持され

なかった。第3に，ステレオタイプ一致人物，不一

致人物のどちらに対しでも，ステレオタイプl喚起情

報は理解しやすさに影響を及ぼさず，仮説3は支持

されなかった。しかし，理解度得点と魅力得点との

間には仁1::]程度の有意な正の相関が見られた。また，

パス解析の結果から人物への理解度が高いほど魅力

が高まることが示され，仮説4は支持された。

ステレオタイプ一致人物の魅力について，松尾

(2007) ，松尾・吉田 (2008) と同様の結果が得られ

なかった理由は，以下のとおり考えられる O 本研究

では，有意ではないものの，ステレオタイプ喚起情

報有条件で，無条件よりもステレオタイプ一致人物

の魅力が低く評価された。このことは大阪人ステレ

オタイプにネガテイブな内容が含まれることを示し

ていると捉えられる。松尾 (2007)のi映像刺激には，

大阪人ステレオタイプのネガテイブな側面が含まれ

ていたが，本実験の言語刺激には含まれていなかっ

た。さらに，本実司会の刺激人物は全般的にポジテイ

ブな語で記述されたため，知覚者にポジテイブな印

象を与えたと考えられる O 例えば，映像では騒がし

い印象を与える行動であっても“ノリが良い"と表

現されることにより，知覚者にポジテイブな印象を

与えると考えられる。また“おもしろい"という特

徴については，松尾 (2007)の映像刺激ではボケと

つっこみを頻繁に行い，おもしろい印象だけでなく，

しつこい印象も与えていたが.本実験では“おもし

ろい"というポジテイブな側面のみが呈示された。

松尾 (2007)の映像刺激で呈示された騒がしさやし

つこさは，大阪人ステレオタイプに含まれるネガ

ティブな特徴である O そのため，松j毛(2007)や松j毛

吉田 (2008)では，ステレオタイプ喚起情報を与え

られたま[]党者では，これらのネガテイブな特般を大

阪人の特徴として帰属することにより昏刺激人物個

人に対するネガテイブな印象が緩和されたのに対

し，ステレオタイプi喚起情報を与えられないまIJ党者

は，これらのネガテイブな特徴を刺激人物悩人の特

徴として帰属しその結巣，好ましさを低く許制し

た可能性カfある。すなわち ステレオタイプに一致

することで、人物の魅力が高まるとし寸松尾 (2007). 

松尾・吉田 (2008)の知見は，大阪人ステレオタイ

プに一致するネガティフ、、な特徴の影特が，柴田の特

徴として処理されることによって抑えられた結集ーと

捉えられる O 今後は， ネガテイブな印象を与えるよ

うな形容詞をJlJし、て刺激人物を記述し，この点につ

いて検討する必安がある口

また，本研究ではステレオタイプが人物の魅力に

影響を及ぼす過程を， }:[別[j明j!角解ヰしぺやコすさの 1縦~l融脱u引弘u比l}点I}

したが'仮説は支持されなかった。本実験の刺激人

物は，形容詞とそれに準ずる特性;iftによって人物が

記述されていた。形容詞は主体に関する 'IitげI~JIt が

多く，その性質の永続性がï\~lj し、 (Semin & Fiedler， 

1998)ため，人物を定義する力があると考えられる O

従って，本実験の刺激人物は媛|床さの少ない翌日!詳し

やすい人物であり，出身地情報によってさらに人物

理解が促進あるし刈!ま阻害されることはなかったと考

えられる O また，形容詞によって呈示される情報は

tlIl象度が高い (Semin& Fiedler， 1998)ため，その

ような言語で記述された実験刺激を呈示することに

より抽象化された人物像が形成され，“大阪出身で

ある"という具体的な'情報は人物の印象形成に影響

を及ぼさなかった可能性も考えられる。本研究では，

先行研究とは異なる刺激人物を用いて，ステレオタ

イプに一致することが人物の魅力を高める効果の-

般性を高めることを目的としたが，上述の形容詞の

特徴を踏まえると，具体性の高い行動記述文や，新

たに119と{象刺激を作成して再検討することが望ましい

と考えられる。
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